
9月7日（土）【第1会場】（リンクステーションホール青森、5階大会議室）

9：00～9：30 教育セッション5／粘膜炎 第1会場（5階大会議室）

座長：近津　大地（東京医科大学	口腔外科学分野）

ES5 造血幹細胞移植における粘膜炎～腸内微生物叢への取り組みも含めて～
獨協医科大学病院	血液・腫瘍内科	 瀬尾　幸子

9：30～10：00 教育セッション6／高齢者のがん治療 第1会場（5階大会議室）

座長：中澤　潤一（鹿児島市立病院	腫瘍内科）

ES6 高齢者のがん治療
名古屋大学医学部附属病院	化学療法部	 松岡　　歩

10：00～11：30 Year in review 3 第1会場（5階大会議室）

座長：岡元るみ子（千葉西総合病院	腫瘍内科）

（10：00～10：20） 骨転移と骨の健康部会

YIR3-01 がんロコモと高齢者の骨転移診療
秋田大学大学院医学系研究科	臨床腫瘍学講座	 柴田　浩行

（10：20～10：50） サイコオンコロジー部会

YIR3-02 せん妄に関する最新の知見
国立がん研究センター研究所	免疫創薬部門	 貞廣　良一

YIR3-03 がん医療における難しいコミュニケーションに関する患者・家族の意向： 
ビデオを用いた心理学的研究

国立がん研究センター社会と健康研究センター	健康支援研究部	 藤森麻衣子

YIR3-04 がん患者さんの気持ちのつらさ－progress in 2018-19
慶應義塾大学医学部	医療安全管理部・精神神経科	 藤澤　大介

（10：50～11：10） 痛み部会

YIR3-05 痛みの最新知見
札幌医科大学	麻酔科学講座	 岩崎　創史

（11：10～11：30） Cachexia部会

YIR3-06 Cachexia
国立がん研究センター東病院	肝胆膵内科	 光永　修一

プログラム



13：15～13：45 教育セッション7／皮膚障害 第1会場（5階大会議室）

座長：柳　　朝子（国立がん研究センター中央病院	看護部）

ES7 最近の癌治療による皮膚障害に対する薬理作用に基づいた治療の実際
がん研有明病院	皮膚科	 西澤　　綾

13：45～15：15 Year in review 4 第1会場（5階大会議室）

座長：加賀美芳和（昭和大学病院	放射線治療科）

（13：45～14：07） 皮膚障害部会

YIR4-01 皮膚障害部会の報告
浜松医科大学	光尖端医学教育研究センター	 平川　聡史

（14：07～14：30） CINV部会

YIR4-02 CINV
和歌山県立医科大学	呼吸器内科・腫瘍内科	 山本　信之

（14：30～14：52） FN部会

YIR4-03 FNに関連した乳がん薬物療法・支持療法の現状と課題
東海大学医学部	外科学系	乳腺・内分泌外科	 岡村　卓穂

（14：52～15：15） がんリハビリテーション部会

YIR4-04 がんリハビリテーション
慶應義塾大学医学部	リハビリテーション医学教室	 辻　　哲也

12：00～13：00 ランチョンセミナー5 第1会場（5階大会議室）

共催：中外製薬株式会社

がん治療と就労支援について　～乳癌治療事例をもとに産業医との連携を考える～
座長：長谷川善枝（弘前市立病院	乳腺外科）
演者：立石清一郎（産業医科大学	保健センター／産業医科大学病院	両立支援科）



9月7日（土）【第2会場】（リンクステーションホール青森、1階大ホール）

9：00～11：00 学術共催企画2 第2会場（1階大ホール）

共催：ファイザー株式会社

Call-to-Action for METAvivor ～ABCC会議からの提案～
9：00～10：00  第1部　講演

司会：清水千佳子（国立国際医療研究センター病院）

講演1　世界は今：患者とともに創る再発乳がん医療
　　大野　真司（がん研有明病院）

講演2　患者アドボカシー：医療者側の取り組みと問題点
　　滝口　裕一（千葉大学）

10：00～11：00 第2部　パネルディスカッション

ファシリテーター：
　　　　　　清水千佳子（国立国際医療研究センター病院）
　　　　　　渡邊　知映（上智大学）
パネリスト：大野　真司（がん研有明病院）
　　　　　　桜井なおみ（一般社団法人	CSRプロジェクト）
　　　　　　滝口　裕一（千葉大学）
　　　　　　中島　貴子（聖マリアンナ医大）
　　　　　　森　　雅人（NPO法人	肺がん患者の会	ワンステップ）

11：00～11：45 学術セミナー5 第2会場（1階大ホール）

Oral Plenary Session（優秀演題口演）
司会：田村　和夫（福岡大学医学部	総合医学研究センター）
　　　佐伯　俊昭（埼玉医科大学国際医療センター	乳腺腫瘍科）

OP1 シスプラチンを含む高度催吐性化学療法によるCINV予防に対する標準制吐療法＋ 
オランサピン5mgの有用性を検証するプラセボ対照二重盲検ランダム化第 III相比較試験

静岡県立静岡がんセンター	婦人科	 安部　正和

OP2 持続する発熱性好中球減少症に対する従来型の経験的抗真菌治療とD-indexに基づく 
早期抗真菌治療の無作為割付比較試験（CEDMIC試験）

自治医科大学附属さいたま医療センター	血液科	 木村　俊一

OP3 進行固形がん患者における静脈血栓塞栓症に関する多施設共同前向き観察研究
静岡市立静岡病院	呼吸器内科	 佐竹　康臣

OP4 高齢消化器がん患者における術前の社会的つながりと術後1年のうつ症状の新規発生との関連
神戸大学医学部附属病院リハビリテーション部	 奥村　真帆



13：15～14：45 合同シンポジウム1／JASCC & 東北緩和医療研究会 第2会場（1階大ホール）

協力：東北緩和医療研究会

スピリチュアルケアを科学する
座長：丹田　　滋（東北労災病院	腫瘍内科）
　　　井上　　彰（東北大学大学院医学系研究科	緩和医療学分野）

JS1-01 臨床宗教師の役割と養成事業の現状
東北大学大学院文学研究科	実践宗教学寄附講座	 高橋　　原

JS1-02 大学病院緩和ケア病棟における臨床宗教師の役割 
―入院患者の語りの主題分析結果を通して―

東北大学大学院医学系研究科	保健学専攻	緩和ケア看護学分野	 青山　真帆

JS1-03 臨床宗教師介入による心理的影響に対するインタビュー調査
東北大学大学院医学系研究科	緩和医療学分野	 平塚　裕介

15：30～17：00 市民公開講座 第2会場（1階大ホール）

共催：弘前大学大学院医学研究科	腫瘍内科学講座	
後援：青森県	

協力：リレー・フォー・ライフ・ジャパン青森実行委員会

「がん」で活かす社会づくり　～みんなで将来を語り合おう～
座長：佐藤　　温（弘前大学大学院医学研究科	腫瘍内科学講座）
　　　桜井なおみ（一般社団法人	CSRプロジェクト）

講演1 学校で始まったがん教育
　　　西森　久和（岡山大学病院	血液・腫瘍内科）
　　　三好　　綾（NPO法人	がんサポートかごしま）

講演2 職場から始まったがんとの共生社会
　　　高橋　　都（国立がん研究センターがん対策情報センター	がんサバイバーシップ支援部）
　　　桜井なおみ（一般社団法人	CSRプロジェクト）



9月7日（土）【第3会場】（リンクステーションホール青森、4階中会議室1）

9：00～10：30 学術セミナー3／Onco-cardiologyワークショップ 第3会場（4階中会議室1）

がんと心疾患を診療する
座長：向井　幹夫（大阪国際がんセンター	成人病ドック科）
　　　関根　郁夫（筑波大学医学医療系	臨床腫瘍学）

AS3-01 Onco-Cardiologyとは
大阪国際がんセンター	成人病ドック科	 向井　幹夫

AS3-02 心不全をきたすがん治療
虎の門病院	臨床腫瘍科	 田辺　裕子

AS3-03 血管不全とがん治療
がん研有明病院	腫瘍循環器・循環器内科	 志賀　太郎

AS3-04 がん関連血栓症 （Cancer Associated Thrombosis: CAT）
九州大学病院	血液・腫瘍・心血管内科	 草場　仁志

AS3-05 免疫関連有害事象としての心毒性 Update 2019
筑波大学医学医療系	臨床腫瘍学	 関根　郁夫

パネルディスカッション

12：00～13：00 ランチョンセミナー6 第3会場（4階中会議室1）

共催：協和キリン株式会社

高齢社会におけるがん化学療法のマネジメント
座長：下平　秀樹（東北医科薬科大学医学部	腫瘍内科学）
演者：照井　康仁（公益財団法人がん研究会有明病院	血液腫瘍科）

13：15～14：15 学術共催企画4 第3会場（4階中会議室1）

共催：富士製薬工業株式会社

若年がん患者における妊孕性温存の現状と課題　－医師の立場から、臨床心理士の立場から－
座長：馬場　　長（岩手医科大学医学部	産婦人科学講座）

講演1 がん患者の妊孕性のニーズに対するマネジメント
　　　清水千佳子（国立国際医療研究センター	乳腺腫瘍内科）

講演2 がん患者の妊孕性における心理支援
　　　渡邉　裕美（大崎市民病院	メンタルケアセンター）



14：30～16：00 学術共催企画5　合同シンポジウム2／JASCC & JAOSCC 第3会場（4階中会議室1）

協力：特定非営利活動法人	日本がん口腔支持療法学会	
共催：ノバルティス	ファーマ株式会社

粘膜炎手引きの適正使用について
司会：近津　大地（	東京医科大学病院	歯科口腔外科・矯正歯科・日本がんサポーティブケア学会	

粘膜炎部会	部会長）
　　　曽我　賢彦（岡山大学病院	医療支援歯科治療部・日本がん口腔支持療法学会	理事長）

講演1 薬物療法による粘膜障害に対する予防法・治療法
　　　内藤　陽一（	国立がん研究センター東病院	乳腺腫瘍内科）

講演2 がん治療に伴う口腔粘膜炎マネージメントの全般
　　　上野　尚雄（国立がん研究センター中央病院	歯科）

講演3 口腔粘膜保護剤と口腔ケアについて
　　　曽我　賢彦（岡山大学病院	医療支援歯科治療部）

パネルディスカッション　「実臨床における粘膜炎マネージメントの実践」



9月7日（土）【第4会場】（リンクステーションホール青森、4階中会議室2）

9：00～10：30 学術セミナー4 第4会場（4階中会議室2）

症状から系統的に学ぶサポーティブケア「腹部膨満感」
座長：荒尾　晴惠（大阪大学大学院医学系研究科	保健学専攻	看護実践開発科学講座）
　　　馬場　英司（九州大学大学院医学研究院	社会環境医学講座	連携社会分野）

AS4-01 がん患者の腹部膨満の原因
九州大学病院	血液・腫瘍・心血管内科	 土橋　賢司

AS4-02 腹部膨満感の適切なマネジメントを考える
聖マリアンナ医科大学	臨床腫瘍学	 水上　拓郎

AS4-03 看護の立場で考えるケアの実践
大阪大学大学院医学系研究科	保健学専攻	 市原　香織

総合討論

10：45～11：45 学術共催企画3／パネルディスカッション 第4会場（4階中会議室2）

共催：メルクバイオファーマ株式会社

がん治療を受ける患者さんのQOLと副作用マネジメントのために 
～参加者みんなで考える多職種連携～

基調講演
　中村　将人（社会医療法人財団慈泉会	相澤病院	がん集学治療センター	化学療法科）
ケースプレゼンテーションとディスカッション
　司会：中村　将人（社会医療法人財団慈泉会	相澤病院	がん集学治療センター	化学療法科）
　プレゼンター、パネリスト：
　　　　佐藤　淳也（静岡県立静岡がんセンター	薬剤部）
　　　　濱田麻美子（神戸市立医療センター中央市民病院	看護部）

12：00～13：00 ランチョンセミナー7 第4会場（4階中会議室2）

共催：株式会社ツムラ

がんの支持療法と漢方
座長：水野　　豊（八戸市立市民病院	外科）
演者：今津　嘉宏（芝大門	いまづクリニック）

14：30～15：30 スイーツセミナー3 第4会場（4階中会議室2）

共催：CSLベーリング株式会社

血液悪性疾患の二次性低ガンマグロブリン血症のコントロール
座長：石澤　賢一（山形大学大学院医学系研究科	内科学第三講座	血液・細胞治療内科学分野）
演者：藤　　重夫（大阪国際がんセンター	血液内科）
　　　大石　亜紀（大阪国際がんセンター	看護部）



9月7日（土）【第5会場】（リンクステーションホール青森、4階小会議室1）

12：00～13：00 ランチョンセミナー8 第5会場（4階小会議室1）

共催：武田薬品工業株式会社

がん薬物療法による神経障害のチームマネジメント
座長：久保　恒明（青森県立中央病院	中央診療部門）
演者：平山　泰生（医療法人	東札幌病院	血液腫瘍科）



9月7日（土）【ポスター1会場】（リンクステーションホール青森、2階展示室）

9：30～11：30 ポスターセッション13 ポスター1会場（2階展示室）

サバイバーシップ／患者会・遺族家族支援
ファシリテーター：四宮　敏章（奈良県立医科大学附属病院	緩和ケアセンター）
　　　　　　　　　青儀健二郎（四国がんセンター	乳腺科）
　　　　　　　　　牧野あずみ（アトム薬局）

PS13-01 手術後の乳がん患者における外見変化に関する情報収集の実態
京都大学医学部附属病院	 土橋　千咲

PS13-02 愛媛県がん診療連携拠点病院としてのがん患者就労支援体制構築の試み
NHO四国がんセンター臨床研究推進部	 青儀健二郎

PS13-03 がん相談支援センターにおける精油を用いたイベントの効果
弘前大学	 北島麻衣子

PS13-04 地域の視点での外見ケア 
－北海道医療美容研究会（医美Labo北海道）における5年間の活動と今後の展望－

北海道医療美容研究会（医美Labo北海道）	 福良　聖子

PS13-05 がんサバイバーシップとしてがん哲学学外来「なごみカフェ」の取り組み
伊勢崎市民病院	 片山　和久

PS13-06 アメリカのがん治療中及び治療後のがんサバイバーへの運動療法について　 
～がん治療後サバイバーシップケアのアメリカ視察研修報告より～

福島県立医科大学看護学部	 三浦　浅子

PS13-07 マギーズ東京と共催した乳がん再発転移の患者会の現状と課題
がん研有明病院	看護部	 佐山　郁子

PS13-08 大学病院の外来化学療法室における就労とがん治療両立実態調査
順天堂大学医学部附属順天堂医院薬剤部	 齊藤　有希

PS13-09 がん診療に関わる医療者による学習・交流の場づくり
湘南鎌倉総合病院	乳腺外科	 田中久美子

PS13-10 がん患者支援団体「つながりひろば」の活動とイベント参加者のneeds 
～イベントで回収した調査票からの検討

特定非営利活動法人つながりひろば	 笹田　友恵

PS13-11 地方病院での患者支援活動を引き続き考える
青森市民病院	外科	 川嶋　啓明

PS13-12 小児がん患者と家族に向けた入院中の教育・復学の必要性に関するリーフレットの作成
国立成育医療研究センター	 後藤　清香

PS13-13 小学生の子どもをもつ乳がん患者へのサバイバーシップケアの考察 
～CLIMBにおける親の会とその後の継続的な同窓会の活動を通して～

社会医療法人博愛会相良病院	 江口　惠子

PS13-14 公的医療保険の変化からみた進行・再発肺癌の薬物治療による生活への影響の検討
勤医協中央病院	呼吸器センター内科	 剱持　喜之

PS13-15 患者疑問指向型公開セカンドオピニオンの試み
宮崎善仁会病院	腫瘍内科		 押川勝太郎

PS13-16 乳がんサバイバーのQOLに関連する因子の予備的検討
北福島医療センター	リハビリテーション科	 神保　和美



PS13-17 がん治療と就労の両立支援 
～厚労科研遠藤班 IoT就労支援ツールと選択制就業規則による就労支援への挑戦～

順天堂大学医学部公衆衛生学講座	 遠藤　源樹

PS13-18 遺族支援グループにおける遺族の双方向的な支援のあり方 
－がん遺族のサポート授受と心理的福利（well-being）との関連－

筑波大学大学院	 篠崎久美子

PS13-19 乳がん治療中の患者家族のAdvance Care Planning（ACP）における課題
順天堂大学医学部附属順天堂医院	がん治療センター	 野上　典子

13：15～15：25 ポスターセッション14 ポスター1会場（2階展示室）

Cachexia
ファシリテーター：水上　拓郎（聖マリアンナ医科大学	臨床腫瘍学）
　　　　　　　　　近藤　千紘（虎の門病院	臨床腫瘍科）

PS14-01 食道がん手術後の高度の低栄養と運動耐容能低下に対し、活動量計を用いた身体活動の促進に
着目したリハビリテーションが奏功した一例

静岡県立静岡がんセンターリハビリテーション科	 米永　悠佑

PS14-02 Cetuximab+FOLFIRI療法にて治療中に食欲不振から低Mg血症が判明し入院加療に至った 
1例

日本医科大学多摩永山病院	薬剤部	 吉田　真人

PS14-03 乳癌周術期薬物療法における上腕中心静脈ポートの成績と合併症
都立駒込病院	 奈良美也子

PS14-04 新規胸腹腔排液カテーテル固定具の臨床導入
静岡県立静岡がんセンター	消化器内科	 濱内　　諭

PS14-05 オピオイド誘発性便秘症に対するナルデメジンの有効性の予測因子の検討： 
Phase-R OIC研究

横浜市立大学附属病院	緩和ケアセンター	 結束　貴臣

PS14-06 小児血液がん患者の血清亜鉛値
広島赤十字・原爆病院	小児科	 三木　瑞香

PS14-07 外来化学療法を受けるがん患者の悪液質と関連する栄養の要因
常磐大学人間科学部	 腰本さおり

PS14-08 がん悪液質における骨格筋萎縮は腫瘍成長に伴い放出されるHMGB1の影響を受ける
奈良県立医科大学	分子病理学	 森　　拓也

PS14-09 抗がん剤の副作用により骨格筋萎縮は誘発される
奈良県立医科大学分子病理	 川原　　勲

PS14-10 高齢者進行肺がんにおける骨格筋のMinimal Clinically Important Change（MCID）の推定
静岡県立がんセンター	呼吸器内科	 西岡　直哉

PS14-11 癌悪液質が進行非小細胞肺癌に対するPD-1/L1阻害薬の治療効果に及ぼす影響
静岡県立静岡がんセンター	呼吸器内科	 宮脇　太一

PS14-12 外来化学療法患者におけるPG-SGA SFを用いた低栄養リスク者抽出と課題
愛知医科大学病院	栄養部	 竹内　知子

PS14-13 ラムシルマブおよびタキサンの併用化学療法を受ける進行胃がん患者の栄養状態に関する 
観察コホート研究（Balast試験）（※Tip）

聖マリアンナ医科大学	臨床腫瘍学	 水上　拓郎



PS14-14 胃がん、大腸がんにおける術前体組成計測データが、術後入院日数に及ぼす影響についての 
観察研究

藤田医科大学病院	看護部	 中川　真依

PS14-15 終末期がん患者における体組成分析データに基づいた入院判断基準の検討
藤田医科大学医学部外科・緩和医療学講座	 桂　　長門

PS14-16 食道癌術後の体重減少に対する有効な摂取熱量減少対策とは？
地方独立行政法人大阪府立病院機構	大阪国際がんセンター	栄養管理室	 松岡　美緒

PS14-17 切除不能胆道・膵癌に対する化学療法施行患者におけるω-3系脂肪酸での栄養サポートの 
有用性の検討

東京慈恵会医科大学	外科学講座	 阿部　恭平

PS14-18 がん悪液質における心筋ミトコンドリア機能障害に対する中鎖脂肪酸の効果
奈良県立医科大学	分子病理学	 額賀　翔太

PS14-19 がん薬物療法における味覚障害・栄養の実態調査
虎の門病院	臨床腫瘍科	 近藤　千紘

PS14-20 術後化学療法を受ける消化器癌患者の味覚障害に関する実態調査
青森県立中央病院	 山下　　慈

PS14-21 進行がん患者と家族の食に関する苦悩へのケア 
－がん悪液質への緩和ケア、サポーティブケア、栄養サポートの統合－

大阪市立総合医療センター	緩和医療科	 天野　晃滋



9月7日（土）【ポスター2会場】（リンクステーションホール青森、4階ロビー）

10：00～10：40 ポスターセッション15 ポスター2会場（4階ロビー）

CINV
ファシリテーター：足利　幸乃（日本看護協会神戸研修センター）
　　　　　　　　　小茂田昌代（東京理科大学	薬学部	医療安全学研究室）

PS15-01	 優秀演題としてOral	Plenary	Sessionで発表します。（OP1）

PS15-02 カルボプラチン併用化学療法に対するオランザピンの有用性の検討
浜松医科大学第二内科	 田中　和樹

PS15-03 結腸・直腸がんのオキサリプラチン療法に対するアプレピタント/ホスアプレピタント併用 
制吐療法へのオランザピン追加の安全性・有効性を検討するPhaseII臨床試験

大阪国際がんセンター	腫瘍内科	 長谷川晶子

PS15-04 がん化学療法に対する制吐薬としてのオランザピンの使用実態調査（中間報告）
福岡大学薬学部臨床薬学教室	 林　　稔展

PS15-05 周術期乳癌に対するdose dense AC療法の嘔吐対策としてのデキサメタゾンの使用実態
-WJOG9016B試験 -

千葉がんセンター乳腺外科	 味八木寿子

PS15-06 CINV対策充実を目指した電子患者日誌と薬学的管理システムの開発と実装予試験
東京理科大学薬学部薬学科	 木村　沙織

13：15～14：15 ポスターセッション16 ポスター2会場（4階ロビー）

痛み
ファシリテーター：田上　恵太（東北大学大学院医学系研究科	緩和医療学分野）

PS16-01 WHOラダー第3段階の強オピオイドとしてのタペンタドールの位置づけ
国立がん研究センター中央病院	 石木　寛人

PS16-02 がん患者の神経障害性疼痛を含む痛みに対するタペンタドールの有効性ならびに効果発現プロ
ファイルの検討―タペンタドールとメサドンの比較研究―

大阪大学大学院薬学研究科	 竹村　美穂

PS16-03 当院におけるメサドン塩酸塩錠（メサペイン®）の処方状況の検討
山形県立中央病院	緩和医療科	 鈴木　尚樹

PS16-04 難治性神経障害性疼痛に対してメサドン塩酸塩が神経ブロックの代替治療となった一例
横浜市立大学附属病院	肝胆膵消化器病学	 尾崎　杏奈

PS16-05 膵癌患者の死亡前4か月のオピオイド使用量：神経ブロックとの関連性
中部徳洲会病院	 前　　知子

PS16-06 がん末期海外旅行者の帰国に向けて緩和ケアチームが関わった1事例 
～医療用麻薬の国外持ち出しに焦点を当てて～

青森市民病院緩和ケアチーム	 一戸　真紀

PS16-07 難治性神経障害性疼痛に対して低容量ケタミン塩酸塩持続注射が有用であった横紋筋肉腫の 
小児例

横浜市立大学附属病院	 岩城　慶大

PS16-08 オピオイド誘発性便秘症に対するナルデメジンの使用実態調査
湘南鎌倉総合病院	薬剤部	 星　　吉行



PS16-09 がん疼痛患者のオピオイド誘発性便秘症に関する観察研究（OIC-J 研究）：患者のOIC自覚状況，
OICに対する患者背景の違いによる影響

近畿中央呼吸器センター	心療内科/支持・緩和療法チーム室	 所　　昭宏

PS16-10 がん疼痛に対するミロガバリンの有用性についての検討
埼玉県立がんセンター	 余宮きのみ



9月7日（土）【ポスター3会場】（リンクステーションホール青森、3階小会議室4）

10：00～11：40 ポスターセッション17 ポスター3会場（3階小会議室4）

皮膚障害
ファシリテーター：高橋　　聡（国立がん研究センター中央病院	皮膚腫瘍科）
　　　　　　　　　松井　礼子（国立がん研究センター東病院	薬剤部）

PS17-01 当院における皮膚に潰瘍や浸潤を伴う局所進行乳癌の検討
がん・感染症センター	東京都立駒込病院	乳腺外科	 矢部早希子

PS17-02 潰瘍や滲出を伴う乳癌に対する乳癌消臭パッドの有効性・安全性評価（APOLLO試験）
がん・感染症センター都立駒込病院	外科（乳腺）	 石場　俊之

PS17-03 乳癌患者での化学療法誘発性脱毛に対する頭皮冷却装置の使用経験
明和病院	乳腺・内分泌外科	 松之木愛香

PS17-04 抗がん剤による脱毛に対して医療アートメイクがもたらすQOLの向上についての検討 
－第2報－

女性医療クリニックLUNAネクストステージメディカルビューティーセンター	 橋本　織江

PS17-05 「レジメン別脱毛頻度一覧表」作成による脱毛に関する情報提供への効果
名古屋第二赤十字病院	看護部	 石間伏由紀

PS17-06 抗EGFR抗体薬に伴う皮膚障害のスキンケア指導標準化への取り組み　 
―看護師のアンケート調査を反映させたケアマニュアルの作成―

函館中央病院	 亀谷　朋子

PS17-07 エルロチニブ服用における薬剤師外来の有益性についての検討　第2報
藤田医科大学	臨床薬剤科	 西部　星来

PS17-08 進行再発大腸がんの抗EGFR抗体薬治療によるストーマ周囲の皮膚障害の発生調査
埼玉医科大学国際医療センター	 玉木　秀子

PS17-09 がん薬物療法時の頭皮のざ瘡様皮疹に対するチームで取り組むスキンケア
国立がん研究センター中央病院皮膚腫瘍科	 高橋　　聡

PS17-10 マルチキナーゼ阻害薬の手足症候群に対するハイドロコロイドドレッシング使用による予防 
効果の検証：同一個体内ランダム化第3相比較試験（J-SUPPORT1701：APRON study）

国立がん研究センター中央病院	看護部	 柳　　朝子

PS17-11 卵巣癌におけるドキソルビシン塩酸塩治療による手足症候群と冷却療法の予防効果との関連
東北大学病院	 横田　則子

PS17-12 電話サポートプログラムを用いた結腸癌治癒切除後CapeOx療法の手足症候群抑制効果に 
関する多施設共同観察研究

辻仲病院柏の葉	消化器外科	 小池　淳一

PS17-13 フルオロウラシル投与による体液量変化についての検討
関西電力病院	薬剤部	 伊藤　武志

PS17-14 患者向けに開発した手袋ナノぴた（r）は、生活改善に有用である： 
綿手袋と比較したアンケート調査

浜松医科大学	光尖端医学教育研究センター	ナノスーツ開発研究部門	 平川　聡史

PS17-15 当科で経験した免疫チェックポイント阻害剤投与により誘発された皮膚障害の検討
国立がんセンター中央病院皮膚腫瘍科	 武藤　雄介

PS17-16 当院外来化学療法室での抗がん剤血管外漏出の発症状況と対応についての考察
弘前大学大学院医学研究科腫瘍内科学講座	 高畑　武功



13：15～13：45 ポスターセッション18 ポスター3会場（3階小会議室4）

リンパ浮腫
ファシリテーター：加藤るみ子（静岡県立静岡がんセンター	リハビリテーション科）

PS18-01 下肢リンパ浮腫の発症から20年以上経過し、脳梗塞を発症した症例に対する複合的理学療法
の効果

公益財団法人東京都保健医療公社荏原病院	 菊池　謙一

PS18-02 手術からの経過日数と続発性下肢リンパ浮腫の重症度との関係についての横断的観察研究
国立がん研究センター	東病院	骨軟部腫瘍・リハビリテーション科	 原田　剛志

PS18-03 下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術後の患者における等尺性膝伸展筋力
埼玉医科大学総合医療センター	リハビリテーション部	 森本　貴之

PS18-04 乳癌関連上肢リンパ浮腫患者における体脂肪量と浮腫の関連
がん研有明病院	栄養管理部	 岡野　亜子

PS18-05 乳癌術後続発性上肢リンパ浮腫患者におけるリンパ浮腫予防指導の効果
静岡県立静岡がんセンター	リハビリテーション科	 加藤るみ子

14：00～14：40 ポスターセッション19 ポスター3会場（3階小会議室4）

Onco-cardiology
ファシリテーター：関根　郁夫（筑波大学医学医療系	臨床腫瘍学）
　　　　　　　　　向井　幹夫（大阪国際がんセンター	成人病ドック科）

PS19-01 乳癌術後補助療法目的のTrastuzumab投与中に著明な心機能低下による急性心不全を 
きたした1例

順天堂大学乳腺腫瘍学講座	 仙波　遼子

PS19-03 消化器癌に合併したTrousseau症候群の臨床像
青森県立中央病院	腫瘍内科	 斎藤　絢介

PS19-04 担癌患者における静脈血栓塞栓症の臨床的特徴と診療の実際
京都市立病院	VTE対策チーム	 山本　栄司

PS19-05	 優秀演題としてOral	Plenary	Sessionで発表します。（OP3）



9月7日（土）【ポスター4会場】（リンクステーションホール青森、4階小会議室2）

10：00～10：40 ポスターセッション20 ポスター4会場（4階小会議室2）

FN
ファシリテーター：福島啓太郎（獨協医科大学	医学部	小児科学）
　　　　　　　　　矢野　真吾（東京慈恵会医科大学	腫瘍・血液内科）

PS20-01 進展型小細胞肺癌における発熱性好中球減少症発症とPeg-G-CSF使用が生存に及ぼす影響
北里大学医学部呼吸器内科学	 石原未希子

PS20-02 乳癌TC療法におけるFN発症予防とrelative dose intensity維持に関する検討
横浜市立大学	外科治療学（乳腺・甲状腺外科）	 吉田　達也

PS20-03 当院におけるペグフィルグラスチムの有害事象と薬剤師の関わり
東京女子医科大学附属八千代医療センター	薬剤部	 茶谷健太郎

PS20-04	 優秀演題としてOral	Plenary	Sessionで発表します。（OP2）

PS20-05 悪性リンパ腫患者を対象とした発熱性好中球減少症（FN）に関する意識調査
福岡大学医学部	腫瘍・血液・感染症内科	 高松　　泰

PS20-06 造血器悪性腫瘍に発症した接合菌症8人の経験
東京慈恵会医科大学腫瘍・血液内科	 長尾　　陸

11：00～11：45 ポスターセッション21 ポスター4会場（4階小会議室2）

PRO & IOP
ファシリテーター：堀江　良樹（聖マリアンナ医科大学	臨床腫瘍学講座）

PS21-01 スマートフォンアプリを用いたがん患者支援システムの構築とproactive symptom 
monitoring

埼玉医科大学国際医療センター薬剤部	 藤堂　真紀

PS21-02 REDCapシステムを用いたePROによる乳癌化学療法の副作用マネジメントpilot study
相良病院	腫瘍内科	 太良　哲彦

PS21-03 カリュチュラルコンフリクトへの対応に苦慮した外国人患者の診療経験
栃木県立がんセンター	 高田　芳枝

PS21-04 緩和ケアアセスメントツール　～（STAS-J）の有効性の検討～
小倉記念病院	看護部	 餘永真奈美

PS21-05 日本がん支持療法研究グループJapan Supportive, Palliative and Psychosocial 
Oncology Group（J-SUPPORT）の取り組みと実績：2016-2019

国立がん研究センター	 華井　明子

PS21-06 緩和ケア目的に転医するがん患者及び家族の緩和ケア満足度の評価と改善の統合に関する研究
～家族を対象にした緩和ケア満足度の実態～

青森県立中央病院	緩和ケアセンター	 小林　　絢



13：15～13：55 ポスターセッション22 ポスター4会場（4階小会議室2）

サイコオンコロジー
ファシリテーター：奥山　　徹（名古屋市立大学病院	緩和ケア部）
　　　　　　　　　藤澤　大介（慶應義塾大学医学部	医療安全管理部・精神神経科）

PS22-01 おしゃれが好きな小児がん患者への心理支援の報告～患児の世界を尊重して～
弘前大学医学部附属病院	緩和ケア診療室	 島田　恵子

PS22-02 アルコール依存症の既往を有する患者に対し、エタノール含有のパクリタキセルを使用した 
一症例

埼玉医科大学国際医療センター	緩和ケアチーム	 近藤　夏貴

PS22-03 若年がん体験者のがん罹患による恋愛・結婚への影響──パートナーの視点から──
筑波大学	 吉田加奈子

PS22-04 胃癌・大腸癌におけるHealth Related QOL（HRQOL）観察研究
藤田医科大学病院看護部	 杉浦　理恵

PS22-05	 優秀演題としてOral	Plenary	Sessionで発表します。（OP4）

PS22-06 高齢がん患者への看護介入研究に関する国内文献レビュー：タッチ療法による看護介入研究に
焦点を当てて

東北文化学園大学医療福祉学部看護学科	 真壁　玲子




